
             

 

 

政策評価の結果の政策への反映状況 
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区分 No. 評価対象施策
予算要求
への反映

機構・定員
要求への反

映

1 一号特定技能外国人支援の委託制限 － －

2 育成就労制度における育成就労実施者の変更の要件の整備 － －

3
社会経済情勢を踏まえた法務に関する調査研究の計画的実施と提言（交
通犯罪に関する研究）

○ －

4 施設の整備（宇都宮拘置支所・宇都宮少年鑑別所新営工事） ○ －

5 施設の整備（滋賀拘置支所・大津少年鑑別所新営工事） ○ －

1 国際仲裁の活性化に向けた基盤整備 ○ －

2 破壊的団体及び無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する調査等 ○ －

3 人権尊重思想の普及高揚並びに人権侵害による被害の救済及び予防 ○ －

4 特定技能所属機関による届出義務 － －

5 一号特定技能外国人支援計画の作成義務 － －

6
社会経済情勢を踏まえた法務に関する調査研究の計画的実施と提言（詐
欺に関する研究）

－ －

総　　　括　　　表

事
後
評
価

事
前
評
価
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政策評価の結果の政策への反映状況  

 

政策評価の結果の政策への反映状況は、以下の一覧のとおりである。  

なお、政策評価のより詳細な内容については、法務省ホームページに掲載している令和

５年度法務省事前評価実施結果報告書及び令和５年度法務省事後評価実施結果報告書を

参照されたい。  
 
１ 事前評価 

 

規制を対象として評価を実施した政策 

 
№ 政策の名称  政策評価の結果の政策への反映状況  

１  
 

一号特定技能外国人

支援の委託制限  
＜制度改正＞ 

規制の事前評価を踏まえ、「出入国管理及び難民認定法

及び外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護

に関する法律の一部を改正する法律案」を国会に提出した

（令和６年３月提出）。 

２  
 

 

育成就労制度におけ

る育成就労実施者の

変更の要件の整備  

 
 一般分野（事業評価方式）を対象として評価を実施した政策 

 

№ 政策の名称  政策評価の結果の政策への反映状況  

１  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

社会経済情勢を踏ま

えた法務に関する調

査研究の計画的実施

と提言（交通犯罪に関

する研究）  
 
 
 
 
 
 

＜予算要求＞ 

本評価結果を踏まえ、所要の経費を令和６年度予算に計

上した。 

(１) 研究期間：令和６年度から令和７年度まで２か年 

(２) 令和６年度予算要求額：２百万円、令和６年度予算額

：２百万円 

(３) 研究内容：悪質な交通事故や重大な交通違反を起こし 

た者について、かかる交通事犯に至った経緯等に関す

る実態の詳細を明らかにし、交通事犯防止策、被害者

支援策等を検討するための基礎資料を提供するととも

に、それらの施策の提言を実施する。 

２  
 
 
 
 
 
 
 

施設の整備（宇都宮拘

置支所・宇都宮少年鑑

別所新営工事）  
 
 
 
 
 

＜予算要求＞ 

栃木県宇都宮市に宇都宮拘置支所・宇都宮少年鑑別所を

整備するため、事業費を計上した。 

（令和６年度予算要求額：72 百万円、令和６年度予算額：

12 百万円） 

○今後の予定 

施設の全体運用開始から５年経過後に事後評価を実施す

る予定である。 

３ 

 
施設の整備（滋賀拘置

支所・大津少年鑑別所

＜予算要求＞ 

滋賀県大津市に滋賀拘置支所・大津少年鑑別所を整備す
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新営工事）  
 
 
 

るため、事業費を計上した。 

（令和６年度予算要求額：96 百万円、令和６年度予算額：

96 百万円） 

○今後の予定 

施設の全体運用開始から５年経過後に事後評価を実施す

る予定である。 

 
２ 事後評価 

 

 一般分野の政策を対象として評価を実施した政策（総合評価方式） 

 
№ 政策の名称  政策評価の結果の政策への反映状況  
１  

 
 
 

 

国際仲裁の活性化に

向けた基盤整備  
 
 
 

【引き続き推進】  
＜予算要求＞ 

評価結果を踏まえ、広報・意識啓発等の事業に必要な経

費を令和６年度予算に計上した。 

・令和６年度予算要求額：81 百万円  
・令和６年度当初予算額：16 百万円  
・令和５年度予算額：71 百万円  
［内訳］当初予算額：71 百万円  
    補正予算額：０円  
    繰越し等 ：０円  

２  
 
 
 

 

破壊的団体及び無差

別大量殺人行為を行

った団体の規制に関

する調査等  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【引き続き推進】  
＜予算要求＞  

評価結果を踏まえ、引き続き団体規制法に基づき、いわ

ゆるオウム真理教に対する観察処分を適正かつ厳格に実施

するとともに、その活動状況解明のための調査に必要な経

費及び地域住民との協議会の実施に必要な経費を令和６年

度予算に計上した。  
また、国内外の諸動向に関する情報について、正確・適

時・迅速な収集・分析を行い、ニーズや時宜に応じて、収

集・分析した情報を政府・関係機関に提供するとともに、

国民等に危険情報を発信するために必要な経費を計上し

た。一方で、旅費の計画・員数・単価の見直しや調査用器

材の数量の見直し等を行い、経費の削減を図った。  
・令和６年度予算要求額：3,090 百万円（５百万円）  
・令和６年度当初予算額：2,522 百万円（５百万円）  
・令和５年度予算額：3,191 百万円（５百万円）  
［内訳］当初予算額：2,554 百万円（５百万円）  
    補正予算額：733 百万円  
    繰越し等 ：△96 百万円  
※（）内について、デジタル庁への一括計上分。  

３  
 
 
 

人権尊重思想の普及

高揚並びに人権侵害

による被害の救済及

び予防  

【改善・見直し】  
シンポジウム等の開催方法（オンライン／参集）の比較

・検証など、対象者の年齢や関心等を踏まえたより効果的

・効率的な人権啓発活動の実施に係る検討・改善に取り組
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んでいるほか、人権相談窓口の周知方法や調査救済活動を

行う職員等に対する研修の内容等の見直しを行っている。  
また、人権擁護委員の人材確保のため、若年層の認知度

向上に焦点を当てた広報や士業者団体に対する人材情報の

提供依頼に取り組んでいる。  
＜予算要求＞  

評価結果を踏まえ、引き続き、人権啓発活動、人権相談

・調査救済活動を実施していくために必要な経費を令和６

年度予算に計上する一方、人権相談の窓口周知や人権啓発

活動で利用する印刷物の作成部数に学校、小学生・中学生

の減少数を精緻に反映させる等の精査を行うことにより、

同活動における印刷製本費の削減を図った。  
・令和６年度予算要求額：3,807 百万円 

・令和６年度当初予算額：3,414 百万円 

・令和５年度予算額：3,546 百万円 

［内訳］当初予算額：3,486 百万円 

    補正予算額：54 百万円 

    繰越し等 ：６百万円  
 
 規制を対象として評価を実施した政策 

 
№ 政策の名称  政策評価の結果の政策への反映状況  
１  
 

特定技能所属機関に

よる届出義務  
【引き続き推進】  
  政策評価結果を踏まえ、本政策を引き続き適切に運用す

る。 ２  
 

一号特定技能外国人

支援計画の作成義務  
 

 事業評価方式により評価を実施した政策（完了後・終了後） 

 
№ 政策の名称  政策評価の結果の政策への反映状況  
１  

 
 

社会経済情勢を踏ま

えた法務に関する調

査研究の計画的実施

と提言（詐欺に関する

研究）  

 判決段階以降における詐欺事犯者の実態及び処分状況等 

を明らかにし、処遇上の課題や今後の再犯防止策等を探る

ための基礎的調査をするという目的を達成した。今後計画

する研究についても、同様の結果が得られるよう努める。 

 


